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プスタキサンチンを投与して脂質代謝に改善をあた

ケッシング病犬器一例
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Treatment of Cushin9 Disease
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:轟 的】

動物は、加齢に伴い脂質代謝
‐
やエネルギー代謝

の機能が低下するcそ の傾向は、副腎皮質機能充

進症 (ク ッシング病)の大でさらに顕著である。

人では、脂質代謝異常やメタボリックシンドロー

ムに対 し、アスタキサンチン (AX)の添加が脂質

の過酸化を防ぎ、症状の改善に効果を発揮 してい

ることから、犬の自然発生型クッシング病に対 し、

アスタキサンチン (AX)の投与が及ぼす影響につ

いて彰導寸した。

薔方法】

クッシング病 と診断 された、 ミニチュアダック

スフン ド、11歳 齢、避妊済み雌 と、雑種犬 13歳 、

避妊済み雌 について、標準的治療薬 を投与 し臨床

症状が管理 されている上で、 ミニチュアダックス

フンドには治療薬に付加 して AX 2mg/dayを 投与

し、雑種大 には治療薬のみ投与 して検査値 を比較

した。血液生化学性状 total chdesterol(TCHO),

trigibrceride(TRIG),alanine aminotransferase

(ALT),alkaline phosphatase(ALP),non―

esterined fatt)″ add●EFA)値 をそれぞれ比較 した。

[結果】

1)NEFA値 は、AX摂取大ではAX投与前、lヶ

月後、4ヶ 月後でそれぞれ 2.98。 2.82,① 。97 mEc

L・ で AX摂取後 4ヶ 月後の値は正常範囲域で

あった。一方、AX非投与大では測定開始時、4ヶ

月後、6ヵ 月後でそれぞれ、5。32,3,40,3.54 mEq

L4で、依然として高値であった。

2)AX投与大、非投与大のいずれにおいても治療

に伴い TRIGの低下が認められた。

3)AX投与群では TCHOの 値に大きな変化は認め

られなかったが、AX非投与大ではTCHOの低

下が認められた。

4)ALP値 はどちらも高値であったが、AX非投与

大ではその値は顕著に高かったG 
→

5)AX投与大は被毛粗岡」の改善が顕著であったが、

AX非投与大では皮膚被毛に変化は認められな

かった。

【考察】

AXは、クッシング病の治療に付加 して投与する

ことにより、症状の改善、被毛の艶の改善ならび

に脂質代謝のバイオマーカーであるNEFA値 に好

ましい影響を及ぼすことが示唆されたc
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